
研修施設を新設し、
育成に10億円を投じます。

いちばん後ろの人にも見えるよう、
普段の2倍くらいの大きなジェスチャーを

最初は、遠いところの人を見て、
声が届いているかを確認

数字、キーワードはゆっくり大きな声で

重要なポイントの前には1秒から2秒の間をとる

１分400文字程度のナチュラルスピードで

原稿を想い描き「。」で視線を移す

会場全体の一人ひとりと対話するイメージで、ジグザグに視線を送る
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　入ࣾࣜでのѫࡰ、新੍౓ಋ入

のためのઆ໌会など、人事は人

前で話す機会が多い。しかし、

ϝッηージをಧけさえすればい

いスピーチとはҟなり、プϨθ

ンテーションの目的は “ 人をಈ

かす ” ことにある。会ࣾઆ໌会

における“人をಈかす”とは、当

વ、Ԡืしてもらうこと。その

ためには、内༰はもちΖんେ事

だが、఻え方に޻෉が必ਢだ。

　また、このέースではこれま

でに࠾༻したことのないタイプ

の*T人ࡐが対象である。Ҿく手

あまたの൴らは、会ࣾを品ఆめ

するスタンスで臨んでくるし、

感ੑも独ಛだ。௨常の会ࣾઆ໌

会で話す૬手よりは手強い૬手

といえるだΖう。൴らを “ ಈか

す ” には、どんな “ ఻え方 ” をす

ればいいのか。 ϙイントとなる

のは࣍の̏఺だ。

　聞き手のڵ味・ؔ৺をɹ
ɹ持続させる工夫とは？

　日本プϨθンテーション教育

໠氏によれば、「人ݪ会の੢ڠ

は࠷初の̏分でおもしΖそうな

話かどうかを൑அしてしまう」

という。開࢝̏分で惹きつける

ことができなければそのプϨθ

ンはෛけなのだ。طにԼௐべし

ている聞き手に対し、Φーιド

ックスに会ࣾ֓要から話し࢝め

たのでは、૬手は「聞く価஋が

ない」と感じてしまう。こうな

ると終൫にॏ要な話題をもって

きても、もはやૌえる力はない。

　そのため、๯಄には、手持ち

のトピックスのなかから「૬手

が知りたいこと」「૬手が知らな

いこと」をબぶ。たとえば、࠾༻

のن໛や人ࡐ育成౤ֹࢿとその

内༰などは、ࠓ回の場合のಋ入

としては࠷దだΖう。

　１対多のプϨθンでは、コϛ

ϡニέーションが一方௨行にな

り、聞き手をୀ۶させてしまい

がちだ。「しかし、“ 考える ” と

いう作業をࠩしڬめば集中力を

持続させることができます。そ

のために有ޮなのが࣭໰です」

　たとえば、「զ々がࠓ、あえて

ະ知のྖҬに進出するཧ༝は何

だと思いますか？（一呼ٵ）それ

をこれからղઆしましょう」と

いった前໰後答という手๏があ
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②質問を効果的に使え

①開始3分で聴衆を巻き込め
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る。࣭ ໰を౤げかけて一呼ٵஔくこ

とで、聞くだけの୯ௐなリズムをม

えることができる。

　 かい配ྀでɹɹɹɹɹɹࡉ
ɹプϨθンの࣭を্͛る

　聞き手のؔ心や集中力をҡ持し、

プϨθンの内༰をよりޮ果的に఻え

るためには、੠や目ઢ、身ৼり΁の

഑ྀもܽかせない。とくに、聞き手

のؔ心を持続させるためにॏ要に

なる߲目は上の図にࣔした௨り。

このうち視ઢをಈかしながら話す

ことは、自分のプϨθンを聞いても

らえているかどうかをその౎౓確ೝ

するҙຯももつ。

　もちΖん慣れた人であれば、఻え

る技術は知識としてインプットは

されているはず。ただし、すべてを

完璧に実ફできている人はكだと

੢ݪ氏は指ఠする。「୭にも自分で

は気ͮいていないบがあるものです。

たとえば、文の్中でผの人΁と視

ઢをҠすプϨθンターはҙ外に多

いのですが、中్൒୺なタイϛンά

で視ઢを外された聞き手は違和感

を֮えます。視ઢは一文ごとにҠす

のがਖ਼ղ。このようなࡉかい఺まで

気を഑ると、プϨθンの࣭はぐんと

高まります」

　また、会ࣾが新しい事業に௅ઓす

ることを印象ͮけたい場合には、ै

དྷのように演୆の後Ζに立つのでは

なく、「ஃ上をาきながら話す」とい

ったスタイルを試すのも有ޮだ。

　こうした “ ఻える ” 技術を׆༻し、

さらにそこに೤ҙがՃわれば人をಈ

かすことがՄೳになる。

③声や目線、身振りにも気を配れ


